
2026 鉄鋼連標第 1075 号 

2026 年 10 月 13 日 

 
委 員 各 位  

一般社団法人日本鉄鋼連盟 
標 準 化 セ ン タ ー 事 務 局 
鋼 材 規 格 三 者 委 員 会 
委 員 長   榎    学 

 
2026 年度第 2 回鋼材規格三者委員会【書面審議】開催のご案内 

 
拝啓  時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、首記の件につきまして下記の通り開催（書面審議）致しますので、ご多忙中恐縮とは存じ

ますが、ご検討いただけますようお願い申し上げます。 
 
 

－ 記 － 
 
 
1. 審議期間 2026 年 10 月 13 日（火） ～ 2026 年 11 月 13 日（金） 

       （議決予定日：2026 年 11 月 16 日（月）） 
2. 議題 
 1. 2027 年度制改廃予定 JIS の事前調査表（資料 1） 

2. 令和 8 年度 JIS の定期見直し調査票（資料 2） 
 

2027 年度の鋼材規格三者委員会では、計 35 規格（制定 3、改正 29、廃止 3 規格）をご審議

頂く予定です。それらの規格について、審議の前に事前調査表を提出することが求められてお

ります。また、2027 年度に直近の制改正から 5 年が経過する計 32 規格については、対応方

針を記載した定期見直し調査票の提出が求められております。事前調査表（資料 1）及び定期

見直し調査票（資料 2）を委員会システムにアップロードしますので、書面審議をよろしくお

願い申し上げます。  
 
 可否のご回答は、2026 年 11 月 13 日（金）迄に、委員会システムにてご回答ください。 
期限迄にご回答なき場合は、賛成のご回答があったものとして、お取り扱い致します。 

 
 
本件に関するお問い合わせは、標準化センター事務局 松本・神戸までお願い致します。 

（TEL 03-3669-4826 / FAX 03-3669-0226 / std1@jisf.or.jp）  

 

以上 
 

mailto:std1@jisf.or.jp


 
 
＜資料 1（事前調査表）対象 JIS＞ 
 
制定：3規格（JIS 番号は、仮設定。） 

No. JIS 番号 JIS 規格名称 
1 G 0600 塗装溶融めっき鋼板及び鋼帯の塗膜の物理的性質の試験 
2 G 1217-1 鉄及び鋼－クロム定量方法－第 1部：滴定法 

3 G 1217-2 鉄及び鋼－クロム定量方法－第 2部：1,5-ジフェニルカルボノヒドラジ
ド吸光光度法 

改正：29 規格 
No. JIS 番号 JIS 規格名称 
4 G 0320 鋼材の溶鋼分析方法 
5 G 0553 鋼のマクロ組織試験方法 
6 G 0558 鋼の脱炭層深さ測定方法 
7 G 0586 鋼管の自動漏えい（洩）磁束探傷検査方法 
8 G 1253 鉄及び鋼－スパーク放電発光分光分析方法 

9 G 1257-3 鉄及び鋼－原子吸光分析方法－第 3部：ニッケル定量方法－酸分解フレ
ーム法 

10 G 1257-6 鉄及び鋼－原子吸光分析方法－第 6部：銅定量方法－酸分解フレーム法 
11 G 3101 一般構造用圧延鋼材 
12 G 3103 ボイラ及び圧力容器用炭素鋼及びモリブデン鋼鋼板 
13 G 3106 溶接構造用圧延鋼材 
14 G 3118 中・常温圧力容器用炭素鋼鋼板 
15 G 3125 高耐候性圧延鋼材 
16 G 3133 ほうろう用脱炭鋼板及び鋼帯 
17 G 3303 ぶりき及びぶりき原板 
18 G 3311 みがき特殊帯鋼 
19 G 3315 ティンフリースチール 
20 G 3429 高圧ガス容器用継目無鋼管 
21 G 3446 機械構造用ステンレス鋼鋼管 
22 G 3447 ステンレス鋼サニタリー管 
23 G 3448 一般配管用ステンレス鋼鋼管 
24 G 3460 低温配管用鋼管 
25 G 3472 自動車構造用電気抵抗溶接炭素鋼鋼管 
26 G 3473 シリンダチューブ用炭素鋼鋼管 
27 G 4051 機械構造用炭素鋼鋼材 
28 G 4052 焼入性を保証した構造用鋼鋼材（H 鋼） 
29 G 4053 機械構造用合金鋼鋼材 
30 G 4801 ばね鋼鋼材 
31 G 4804 硫黄及び硫黄複合快削鋼鋼材 
32 Z 2256 金属材料の穴広げ試験方法 



廃止：3規格 
No. JIS 番号 JIS 規格名称 
33 G 1217 鉄及び鋼－クロム定量方法 
34 G 7217 プレーンエンドの溶接精密鋼管－技術的受渡条件（ISO仕様） 
35 G 7218 プレーンエンドの溶接及び定径精密鋼管－技術的受渡条件（ISO仕様） 

 
 
 
＜資料 2（定期見直し調査票）対象 JIS＞ 
 
個別No. JIS 番号 JIS 規格名称 

1 G 0320 鋼材の溶鋼分析方法 
2 G 0556 鋼の地きずの肉眼試験方法 
3 G 0566 鋼の火花試験方法 
4 G 0582 鋼管の自動超音波探傷検査方法 
5 G 0584 アーク溶接鋼管の超音波探傷検査方法 

6 G 1211-4 鉄及び鋼―炭素定量方法―第４部：表面付着・吸着炭素除去－燃焼 
－赤外線吸収法 

7 G 1217 鉄及び鋼―クロム定量方法 

8 G 1228-1 鉄及び鋼―窒素定量方法―第１部：アンモニア蒸留分離アミド硫酸滴定
法 

9 G 1228-2 鉄及び鋼―窒素定量方法―第２部：アンモニア蒸留分離吸光光度法 
10 G 1253 鉄及び鋼―スパーク放電発光分光分析方法 
11 G 1256 鉄及び鋼―蛍光Ｘ線分析方法 
12 G 3117 鉄筋コンクリート用再生棒鋼 

13 G 3120 圧力容器用調質型マンガンモリブデン鋼及びマンガンモリブデンニッケ
ル鋼鋼板 

14 G 3302 溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 
15 G 3314 溶融アルミニウムめっき鋼板及び鋼帯 
16 G 3317 溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯 
17 G 3321 溶融５５％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯 
18 G 3323 溶融亜鉛－アルミニウム－マグネシウム合金めっき鋼板及び鋼帯 
19 G 3446 機械構造用ステンレス鋼鋼管 
20 G 3447 ステンレス鋼サニタリー管 
21 G 3448 一般配管用ステンレス鋼鋼管 
22 G 3460 低温配管用鋼管 
23 G 3467 加熱炉用鋼管 
24 G 3477-1 ポリエチレン被覆鋼管―第１部：外面３層ポリエチレン押出被覆鋼管 
25 G 3477-2 ポリエチレン被覆鋼管―第２部：外面ポリエチレン押出被覆鋼管 
26 G 3477-3 ポリエチレン被覆鋼管―第３部：外面ポリエチレン粉体被覆鋼管 
42 Z 2243-1 ブリネル硬さ試験―第１部：試験方法 
43 Z 2243-2 ブリネル硬さ試験―第２部：硬さ値表 
44 Z 2248 金属材料曲げ試験方法 



個別No. JIS 番号 JIS 規格名称 
45 Z 2249 コニカルカップ試験方法 
46 Z 2253 薄板金属材料の加工硬化指数試験方法 
47 Z 2276 金属材料の引張リラクセーション試験方法 

 


